
micro:bitとは？ 

micro:bit（マイクロビット）はイギリス BBCが中心になって開発した教育用の小型コンピューターボ

ードです。 

 

micro:bitの概要   https://microbit.org/ja/guide/features/ 

⚫ サイズ 約 4cm×5cm 

⚫ ARM Cortex-M0 32bit processor 

⚫ Bluetooth Low Energy（BLE） 

⚫ USB 

⚫ 25個（5×5）の赤色 LED（光センサー） 

⚫ 温度センサー 

⚫ 加速度センサー 

⚫ 磁力センサー 

⚫ ボタンスイッチ 2個 

⚫ GPIO 

⚫ 価格 2,000円程度 

参考 URL 

⚫ https://microbit.org/ja/ 

このサイトにいろいろな実装例があります。micro:bitで何ができるか、イメージを掴んでくださ

い。 
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micro:bitの使い方  

micro:bitをプログラムして動作させる例は後述しますが、基本的には以下のステップで進めます。 

① micro:bitをパソコンにつなぐ 

マイクロ USBケーブルでmicro:bitをパソコンに接続します。 

② パソコン上でプログラムする 

グラフィカルな MakeCodeエディターの他に Python言語や C言語を使う方法があります。 

③ プログラムをmicro:bitに転送する 

ブラウザ上で作成したプログラムをパソコンにダウンロードすると hexファイルができます。そ

のファイルをmicro:bitに送ります。 

④ micro:bitが動作します 

micro:bitを独立で動作させるときの電源供給は３つの方法があります。 

⚫ USBから供給 

スマホ用のモバイルバッテリーで長時間駆動できます。 

⚫ 電源コネクタから供給 

電源コネクタに接続する電池ボックスがあります。 

⚫ エッジコネクタから供給 

 

具体的な手順はパソコンによっても異なりますので、下記のページを参考にしてください。 

https://microbit.org/ja/guide/quick/ 

 

 

応用 

micro:bitについてはインターネット上に多くの情報が存在します。必要に応じて参照してください。 

例. 

⚫ https://microbit.org/ja/  micro:bit教育財団 

⚫ https://www.myfirstpc.jp/codepark/  子供向けコンテンツでわかりやすい 

https://www.myfirstpc.jp/codepark/assets/pdf/drill.pdf  同じサイト内にドリルもある 

⚫ https://www.pc-koubou.jp/magazine/10208  カップラーメンタイマー制作 

⚫ http://beyondbb.jp/SSP/SSPNo.3microbitA.pdf 

 

micro:bitに Grove Shieldという拡張ボードを接続することで、センサーやディスプレイ、アクチュエー

ター等の Groveモジュールを使えるようになります。MakeCodeエディターの「高度なブロック」＞

「拡張機能」から「Grove」で検索をかけると、Groveモジュールの制御ブロックをインストールでき

ます。インターネット上で「microbit grove」で検索すると実装例を見つけることができます。 

⚫ http://wiki.seeedstudio.com/jp/Grove-Inventor-Kit-for-microbit/ 

⚫ https://www.switch-science.com/catalog/3389/ 
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MakeCode エディターによる実装例  

micro:bitの LEDアレイにハートマークを表示してみます。 

 

① マイクロ USBケーブルでmicro:bitをパソコンに接続します。実際には⑤の操作の前であればいつ

接続しても構いません。 

② ブラウザで MakeCodeエディターを開く。 

https://makecode.microbit.org/# にアクセスして「新しいプロジェクト」をクリックします。 

または、https://makecode.microbit.org/#editor に直接アクセスすると以前の作業状態が残っている

はずです。 

 

画面中央のメニューにどのようなブロック（プログラムのパーツ）があるか見てください。LED

に表示したり音を鳴らしたりするブロックの他に、「ループ」や「論理」などプログラムの制御

を行うブロックもあります。これらのブロックは Drag&Dropして画面右側に置くことができま

す。ブロックを互いに”入れ子”に配置することもできます。 

③ メニューの中のブロックを使って、下のような画面を作ってください。 

「入力」に「ボタン Aが押されたとき」があります。メニューからボタン操作を選べます。 

「基本」に「LED画面に表示」があります。５×５個の LEDをクリックして反転させます。 

 

④ 画面左側のシミュレーター画面の「Start/Stop」で動作させてみます。Aボタンを押すとハートマ

ークが表示し、Bボタンを押すと消えます。ここまでは micro:bitの実物が無くてもパソコン上で

動作をシミュレーションすることができます。 

Aボタン Bボタン 

Start/Stop 

Bボタン

を選ぶ 

https://makecode.microbit.org/
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⑤ micro:bit本体がパソコンに接続されていることを確認して、画面左

下の「ダウンロード」ボタンを押すと、micro:bit裏面の LEDが点滅

して、プログラムファイルが転送されます。点滅が終わったら転送

完了です。自動的にプログラムが走っていますので④と同じように

micro:bit本体の Aボタン・Bボタンを押してみてください。 

 

⑥ micro:bitには電源スイッチはありません。電源が接続されると自動

的に保存されたプログラムが動作を始めます。電源が接続されたま

まプログラムを再起動するには micro:bit裏面のリセットスイッチを押してください。 

⑦ 作ったプログラムを保存するには、MakeCodeエディターの下端にプログラム名称を入力してフロ

ッピーディスクのアイコンを押すと、「microbit-プログラム名.hex」というファイルがパソコンに

ダウンロードされます。次回作業する時はこのファイルを MakeCodeエディターの画面に

Drag&Dropして読み込ませることができます。 

 

  



C言語による実装例  

micro:bitは ARM社のプロセッサを搭載したmbed製品のひとつです。したがって mbedの開発環境を

無料で利用することができます。手順は次のページで説明されていますが、概要は下の通りです。 

https://lancaster-university.github.io/microbit-docs/online-toolchains/ 

 

① mbedのユーザー登録をする。 

mbedの公式ページ https://developer.mbed.org/ にアクセスし、右上のメニュー「Log in or Sign 

up」からユーザー登録します。登録にはメールアドレスでの認証が必要です。 

② ワークスペースを開く。 

mbedのページにログインして右上の「Compiler」のアイコンをクリックすると、C言語でプログ

ラム開発するためのワークスペース画面が開きます。 

③ micro:bitを開発プラットフォームに選択する。 

3-1. ワークスペース右上の「デバイス未選択」のアイコンを選ぶ。 

3-2. 「Add Board」で「BBC micro:bit」を選ぶ。「micro:bit」で検索す

ると見つかります。（右図） 

3-3. micro:bitの解説ページ https://os.mbed.com/platforms/Microbit/ に飛ぶので「+ Add to your 

Mbed Compiler」をクリックする。 

3-4. 同じページで、たとえば「microbit-hello-world」を選び、次の画面で「Import into Compiler」

を選ぶと、ワークスペースにプログラムがインポートされます。 

➢ 後からサンプルプログラムをインポートするには、ワークシート左上の「インポート」

メニューから行います。「micro:bit」で検索すると見つかります。 

④ コンパイルして実行する。 

対象のプログラム（例えば microbit-hello-world）を選択した状

態で「コンパイル」アイコンをクリックするとコンパイルが始

まります。画面下部にコンパイラの出力が出ますのでエラーが

無いことを確認してください。正常に終わればパソコンに hex

ファイルがダウンロードされます。 

 

 

 

 

⑤ プログラムの実行 

パソコンに micro:bitを接続すると Explorerにデ

バイスが表示されます。hexファイルをこのド

ライブに Drag&Dropして転送するとプログラム

が走ります。 
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⑥ 新規プロジェクトの作成 

手順④ではサンプルプログラムを使用しましたが、ワークスペースの左上「新規」ボタンをクリ

ックし、プログラム名を入力するとプロジェクトのテンプレートが作成されます。 

 

⑦ 参考 

➢ ワークスペースの内容は保存されます。次回も同じユーザーでログインしてください。 

➢ mbed公式ページ・メインメニューの「Code」以下にサンプルが公開されています。 

下記を推薦します。MicroBitSamples.hのコメント行を変えると色々な機能が動きます。 

https://os.mbed.com/teams/BBC/code/microbit-samples/ 

➢ ワークスペースにインポートしたライブラリの、Classes以下にクラス定義があります。 

➢ APIの詳細は次のページを参照してください。ただし英語です。 

https://lancaster-university.github.io/microbit-docs/ubit/ 

➢ 制限事項 

micro:bitのハードウエアが V1.5に移行した際、加速度センサーが ST Micro製の LSM303AGR

に変更されました。microbitライブラリが未対応のため、V1.5以降では加速度センサーが使え

ません。 

https://os.mbed.com/questions/84754/The-accelerometer-code-cannot-be-execute/  

GitHubには LSM303に対応した microbitライブラリが存在しますが、標準ライブラリには反

映されていません。 

https://github.com/lancaster-university/microbit-dal/blob/master/CHANGELOG 

Version 2.1.0 (18/10/18 joe@comp.lancs.ac.uk) 

- Add support for LSM303 accelerometer/magnetometer sensor. 
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MicroPython による実装例  

⚫ まずmicro:bit本家によるガイド https://microbit.org/ja/guide/python/ を参照して全体像を把握して

ください。 

⚫ Hello, World! 

MicroPythonのエディター画面 

https://python.microbit.org/v/2.0 に入ると初期値

としてサンプルプログラムが表示されていま

す。これを使って、左上の Downloadボタンを

押すと、hexファイルがダウンロードされま

す。micro:bitに hexファイルを送るとそのまま

動作します。 

➢ hexファイルにはソースコードが保存されており、エディタ画面に Drag&Dropすると表示さ

れます。 

➢ このエディタは日本語に対応していないので、コメントは英語で書いてください。 

（先頭行に # -*- coding: utf-8 -*- と宣言しても改善しなかった） 

➢ MicroPythonでは BLEは使えません。 

⚫ 標準のエディタの他に、Muエディターでも開発できます。 

➢ https://codewith.mu/ からダウンロードしてパソコンにインストールアしてください。 

➢ 標準エディタは micro:bitで実行時に LEDアレイ上に文法エラーが出力されて面倒です。Mu

エディターはエディター画面で文法チェックできます。また「転送」ボタンでプログラムを

直接micro:bitに書き込むことができて便利なのでお勧めします。 

➢ Muエディタは日本語に対応しています。日本語でコメントを書けます。 

➢ Muエディタは UARTとの相性が悪く、パソコン側で TeraTermを開いているとプログラムの

転送に失敗することがある。この症状が出る場合は標準エディタを使うこと。 

⚫ APIの詳細は日本語の情報があります。 

https://microbit-micropython.readthedocs.io/ja/latest/index.html 
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Scratch Link 

⚫ Scratch Linkをインストールします。https://scratch.mit.edu/microbit 

Scratch Linkを起動すると、Windows10の場合はタス

クトレイにアイコンが現れるだけなので起動したこと

が分かりにくいです。その状態でもう一度 Scratch 

Linkを起動しようとすると右のようなエラーが表示さ

れますが、これは異常ではありません。 

 

⚫ インストールできたら、Scratchのページの「作る」に進みます。 

https://scratch.mit.edu/  

https://scratch.mit.edu/microbit
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Arduino IDE 

⚫ micro:bitの開発環境を導入する 

Arduino IDEの[ファイル]>[設定]>[追加のボードマネージャの URL]に以下の URLを追加。すでに

入力済の URLがあったら、右横のアイコンをクリックして追加入力する。 

    https://sandeepmistry.github.io/arduino-nRF5/package_nRF5_boards_index.json 

 

[ツール]>[ボード]>[ボードマネージャ]で、”Nordic Semiconductor nRF5 Boards”を探してインスト

ールし、終わったら[ツール]>[ボード]で”BBC micro:bit”を選ぶ。 

[ツール]>[シリアルポート]は“BBC micro:bit”の表示になっているものを選ぶ。 

 

⚫ 磁気センサー、加速度センサーのライブラリを導入する。 

[スケッチ]>[ライブラリをインクルード]>[ライブラリを管理] 

下記２つのライブラリを検索して、インストールする。 

Adafruit LIS2MDL 

Adafruit LSM303AGR 

サンプルソースファイルは下記の examplesフォルダーにある。 

https://github.com/adafruit/Adafruit_LIS2MDL 
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